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研究要旨 

本研究は、薬局薬剤師による対人業務の実態を把握することを目的とし、薬剤師が臨床現場で発見

し、医師への疑義照会や情報提供を通じて対応した医薬品関連問題（Drug Related Problem：DRP）
の報告事例を解析した。 
解析対象には、公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析

事業」において、令和２年３月17日から令和６年１月までに収集された「疑義照会や処方医への情

報提供に関する事例」395,001件を用いた。この中から、エビデンスに基づく実践事例として「高齢

者の医薬品適正使用の指針（総論編）」および「薬局における疾患別対応マニュアル ～患者支援の

更なる充実に向けて～」に記載されている薬剤師の介入が推奨される内容に該当する事例を抽出し

た。方法としては、これらの推奨内容に対応するキーワードおよび医薬品名を定義し、自然言語テキ

ストに対してブール検索を行った。抽出された事例を分析し、臨床現場で多く発見されているDRP
の対応事例の内容を特定した。 

 
Ａ．研究目的 

医薬分業が進展し、患者の疾患状況や医療環

境等の社会的な変化が著しい中で、医薬品の適

正使用を推進するためには、薬学的知見から処

方内容や病状変化を評価できる薬局薬剤師の

関与は重要である。 
わが国においては、平成27年に策定された

「患者のための薬局ビジョン」1の基本的な考

え方のなかで対人業務の重要性が示され、平成

31年には調剤業務のあり方2が示され、さらに

令和６年には医薬品医療機器等法改正におい

て調剤業務の一部外部委託が可能になるなど、

薬局薬剤師の業務は「対物業務」から「対人業

務」へと構造的な転換が進められている。薬局

薬剤師には、処方箋に加え、患者からの聞き取

りや薬剤服用歴管理指導記録、オンライン資格

確認等システムを通じて閲覧する医療情報な

どから得られる情報を基に、副作用のモニタリ

ングや重複投薬・相互作用の防止など、薬物療

法の安全性を確保する役割が期待されている。 
薬剤師法第24条により薬剤師は処方内容を

監査し、必要に応じて医師に疑義照会を行う義

務が定められており3、さらに、令和元年の医薬

品医療機器等法改正により薬剤師が行う薬剤

使用期間中のフォローアップが、法律上薬剤師

の業務として明記されるなど、その専門性を発

揮する対人業務の充実が求められている。 
一方で、対人業務の推進状況は薬局や薬剤師

ごとに差があることが知られており4、薬局薬

剤師の対人業務の均てん化に対して様々な取

り組みがなされている5-8ものの、その質の実態

については明らかにされていない。そこで、本

研究では、わが国の薬局薬剤師による対人業務

の質の実態を把握することを目的とした。 
 

Ｂ．研究方法 

本項目では、薬局薬剤師の対人業務の質の実

態を把握するため、薬剤師が臨床現場で発見し、

医師への疑義照会や情報提供を通じて対応し

た医薬品関連問題（Drug Related Problem：DR
P）の報告事例を解析した。 

 
１．解析対象 
公益財団法人日本医療機能評価機構が実施

している「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析

事業」において薬局から報告された事例のうち、

「疑義照会や処方医への情報提供に関する事

例」を解析対象とした。対象期間は、令和２年

３月17日から令和６年１月末までに収集され

た事例とした。 
 

２．事例の抽出に使用した推奨内容 
解析対象から、エビデンスに準拠した実践事

例を抽出するため、抽出基準として、ガイドラ

イン等において薬剤師の介入が推奨されてい

る内容を活用した。具体的には、研究分担者ら

が「高齢者の医薬品適正使用の指針（総論編）
5」別表１の高齢者で汎用される薬剤の基本的

な留意点等をもとに開発し、既にQIとして報告

している項目9のうち、医薬品に関する内容を
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用いた。さらに、「薬局における疾患別対応マ

ニュアル ～患者支援の更なる充実に向けて

～」（５疾病：精神疾患、糖尿病、がん心血管

疾患、脳卒中）7の文献レビューを行い、薬剤師

の介入が推奨される内容の候補を選出した。こ

れらの内容について、既存QIと同一または類似

するか、新規のものであるかを検討し、医薬品

に関する新規項目と判断された推奨内容につ

いては、解析対象の疑義照会報告事例の中から

該当するものを抽出した。 
 

３．事例の抽出方法 
 事例の抽出にあたって、各推奨内容に、対象

となる処方された医薬品名と「事例の詳細」の

キーワードを定義した。対象となる医薬品名の

定義の作成には、薬価基準収載品目リストを用

いた。解析対象の疑義照会事例の「事例の詳細」

に記述された文章をPythonにて自然言語処理

を行い、作成した各推奨内容の定義書を用いて、

ブール検索を実施した。 
 
４．報告件数の算出 
解析対象から抽出された各推奨内容に該当

する事例件数に対して、精度補正推定を行った。

抽出された事例のうち、推奨内容あたり25例を

ランダムで評価して、精度（25例中の正解率）

を算出し、解析対象から抽出された該当件数に

掛け合わせることで報告件数を概算した。 
報告件数が上位の事例を、薬局薬剤師が現場

で多く発見・対応しているDRPへの対応事例と

位置付け、その内容を特定した。 
 
（倫理面への配慮） 
特になし。 
 
Ｃ．研究結果 

 解析対象となった「疑義照会や処方医への情

報提供に関する事例」は395,001件であった。実

践事例の抽出に使用した推奨内容は、研究分担

者らの先行研究で定義された132の評価項目の

うち、医薬品に関する90項目を用いた。さらに

「薬局における疾患別対応マニュアル ～患

者支援の更なる充実に向けて～」の文献レビュ

ーを行い、推奨内容候補となった182項目のう

ち、新規内容で抽出に用いたのは医薬品に関す

る31項目であった。 
報告件数が最も多かったのは、「CYP1A2・CY
P3Aで代謝される睡眠鎮静薬・抗不安薬に加え

て、同じCYP分子種に関する阻害薬を高齢患者

に調剤する場合には薬効の増減に注意を払う

こと。」次いで多かったのは「腎排泄型の抗菌

薬・抗ウイルス薬を腎機能の低下した高齢患者

に調剤する場合には、薬物有害事象の評価をす

ること」であった。 
上位1～30の事例を資料１に示した。 
ここで整理分類した疑義照会事例は、項目２

の日本版 DRP 分類表作成の基礎資料として利

用した。 
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